農事組合法人○○○農作業受託規程
（目　的）

第1条 この規程は，農事組合法人○○○（以下「組合」という。）が委託を受けて行う農作業（以

　下「受託農作業」という。）の実施に関し，必要な事項を定め，受託農作業の適正・円滑な実施
　に　資することを目的とする。

（受託農作業の種類）

第2条 この組合が行う受託農作業の種類は次のとおりとする。

　別表１「受託農作業の種類」による。

（委託の申込み）

第3条 この組合に農作業の委託をしようとする者は，農作業実施予定日までに申し込むものと

　する。ただし，緊急を要する場合はこの限りでない。

（受委託契約の締結）

第4条 この組合は，前条の申し込みがあった場合において，受託して農作業を実施することが

　可能であると認めたときは，農作業受委託契約を申出者との間で締結する。

（受託の制限）

第5条 この組合は，委託申込にかかる農地のほ場条件等が機械作業等に適しないと認められる

　場合及び受託農作業の適期実施に要する労働力の調達が困難であると認められる場合には，農

　作業の受託をしないことができる。

（解約の制限）

第6条 委託者及びこの組合は，契約締結後はやむを得ない事由がある場合を除き，解約の申し

　入れをしないものとする。

（受託農作業の実施）

第7条 この組合は，作業班を編成して受託農作業を実施する。

（収穫物の所有権）

第8条 受託農作業により生ずる収穫物の所有権は，委託者に帰属する。

（管理注意義務）

第9条 この組合は，受託農作業を行うにあたっては，善良なる管理者の注意をもって，委託者

　の利益に最も適合するよう配意しなければならない。

（受託料の設定）

第10 条　この組合は，総会の議を経て受託農作業の単位面積又は単位作業量当たりの受託料（以

　下「基準受託料」という。）を定める。

（損害賠償）

第11 条　この組合は，受託農作業の実施に関し，故意又は重大な過失により委託者に対し損害を

　与えた場合は，その責を負う。

（指導・助言）

第12 　この組合は，受託農作業の適正・円滑な実施を図るため，必要に応じて県，町，農協の農
　政部局等と重要事項についての協議及び指導・助言を受けるものとする。

（雑　則）

第13 　この規程に定めるもののほか，受託作業の実施に関し必要な事項は，この組合が別に定め

　る。

　（附　則）

　　この規程は，平成○○年○○月○○日から施行する。
別表１

受託農作業の種類

	基幹作業の区分
	作業内容
	作物別基準受託料（１０ａ当たり：円）

	
	
	水稲
	麦
	大豆
	飼料作物
	レンゲ

	（ａ）耕起

　　　整地
	播種可能なまでの作業（荒起し，整地，うね立て等）とする。
	耕起　5,000

荒代　5,000

植代　5,000
	
	
	耕起

5,000
	耕起

5,000

	（ｂ）播種

　　　育苗

　　　移植
	播種，出芽，緑化，硬化，移植に係る作業（追播は除く）
	田植　8,000
	播種

3,000

（種子別）
	播種

3,000

（種子別）
	播種

3,000

（種子別）
	播種

4,000

（種子含）

	（ｃ）防除

　　　中耕

　　　除草
	次のうちいずれか１つ以上とする。

ア　病害虫防除のための薬剤散布

イ　防除等のための中耕培土作業

ウ　除草のための薬剤散布又は機械作業
	
	除草

2,500

（薬剤含）
	除草

2,500

（薬剤含）
	
	

	（ｄ）収穫
	収穫物のほ場搬出までを原則とする。

（ほ場乾燥が必要な場合は，刈り倒し状態）
	23,000
	6,500
	
	
	5,000

	（ｅ）乾燥

　　　調製
　　　出荷
	作物ごとに，次によるものとする。

ア　大豆，麦は，脱穀から乾燥までの一貫した機械作業

イ　飼料作物は，サイロ詰込み作業

　（上記以外の作物は，これに準じて扱う）
	
	
	
	
	


※基幹作業，作物によっては，受託作業実施後において受託料の精算を行う。

　

